
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義演習

科  目  名 コミュニケーション論 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2022

学        科 理学療法士学科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法

担 当 教 員 坂田　年彦
実務経験と

その関連資格
理学療法士として医療機関に勤務経験あり。協会活動でスポーツ分野にも携わる。
医療心理学や行動分析を主に学び、修士（人間科学）取得。

対 象 学 年 １年 学期及び曜時限 教室名 301

グループワークなどで、患者・利用者等との良好な人間関係を構築するためのコミュニケーション能力を身につける。

出席、小テスト、課題提出、医療面接演習、筆記試験で総合的に評価する。

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自己概念について理解し、説明することができるようになる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

PT・OTのためのこれで安心
コミュニケーション実践ガイド

指定した教科書を事前に読んでおくこと

医療人として働くために欠かせないコミュニケーション能力を養って欲しい

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
コミュニケーションとコミュニケーション力

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションの種類、メタ認知能力について理解し、説明
できる PT・OTのための

これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療人としての心構えについて理解し、説明することができる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

コミュニケーションにつ
いて調べてくる

各コマに
おける

授業予定
媒介物を用いた自己紹介

各コマに
おける

授業予定
協同作業を通じたコミュニケーション

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自己概念について理解し、説明することができるようになる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自己概念について理解し、説明することができるようになる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

各コマに
おける

授業予定
自分を理解する（心の天気）

各コマに
おける

授業予定
心身相関

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく



第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

観察技法を理解し、行なうことができるようになる

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自己概念について理解し、説明することができるようになる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

各コマに
おける

授業予定
コミュニケーション力を伸ばす１ （聴き方の持ち味）

各コマに
おける

授業予定
自分を理解する（心の天気予報）

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自己概念について理解し、説明することができるようになる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

観察技法を理解し、行なうことができるようになる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

各コマに
おける

授業予定
コミュニケーション力を伸ばす ３（リソース発見）

各コマに
おける

授業予定
コミュニケーション力を伸ばす ２（同上）

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

伝わる伝えかたの基本をマスターし、実践できる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自己概念について理解し、説明することができるようになる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

各コマに
おける

授業予定
コミュニケーション力を伸ばす ５（リフレイミング）

各コマに
おける

授業予定
コミュニケーション力を伸ばす ４（プチどん底体験）

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

臨床で役立つコミュニケーションスキルを学び、実践できる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

伝わる伝えかたの基本をマスターし、実践できる
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

各コマに
おける

授業予定
自分を理解する２（エゴグラム）

各コマに
おける

授業予定
コミュニケーション力を伸ばす ６（同上）

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

観察技法から人の内面を読み取ることができるようになる①
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

観察技法から人の内面を読み取ることができるようになる①
PT・OTのための
これで安心
コミュニケーショ
ン実践ガイド

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく

各コマに
おける

授業予定
解決志向コミュニケーション２

各コマに
おける

授業予定
解決志向コミュニケーション１

前回の授業内容を含め
て、コミュニケーションに
ついて調べていく


